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世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは､核峨争の危撒をはらみ、
畝に憂感にだえない。
わが国は唯一の被哩国として、核兵器の恐ろしさと、被曝者の苦
しみを全世界の人々に訴え、再び広島・長崎の惨禍を繰り返しては
ならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のいかなる
核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を宣薑する。三
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融
和
為
惨
ギ
ヤ
診
ず
場
暴
成

今
日
か
ら
利
用
開
始
に

0

下 水道財政を

前
号
か
ら
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
「
下
水

道
特
集
」
・
今
回
は
、
下
水
道
事
業
の
財
政
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
下
水
道
の
施
設
は
大
部
分
が
地
下
に
埋
設
さ
れ
、

ふ
だ
ん
は
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
施
設
の
建
設
や
維
持
管
理
に
は
多
額
の
費
用
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
財
政
状
況
を
収
支
を
中
心
に
平
成
５

年
度
予
算
を
使
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ｉ
下
水
道
課
Ｉ

五
本
松
公
園
に
隣
接
し
た

手
賀
沼
を
望
む
高
台
に
建
設

さ
れ
た
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

場
は
今
日
か
ら
利
用
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
み

な
さ
ん
の
健
康
増
進
と
青
少

年
の
健
全
な
育
成
等
を
目
的

に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
鋤

張
り
分
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
や

炊
事
棟
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
サ
ー

ク
ル
な
ど
を
完
備
し
た
本
格

的
な
施
設
で
す
。

近
く
に
は
、
ア
ス
レ
チ
ッ

■
０
＄
■
１
■
凸
ｑ
Ｓ
Ｑ
８
申
■
９
９
■
日
。
▲
ｑ
も
も
Ｕ
ｅ
Ｂ
Ｕ
ｑ
ｂ
■
。
《
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Ｑ
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■

ク
も
整
備
さ
れ
た
五
本
松
公
園
や

岡
発
戸
市
民
の
森
、
手
賀
沼
遊
歩

道
な
ど
、
自
然
と
親
し
む
た
め
の

施
設
が
い
っ
ぱ
い
。
友
達
同
志
な

ど
の
キ
ャ
ン
プ
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
施
設
概
要
＊
テ
ン
ト
サ
イ
ト

鋤
張
分
（
定
員
１
５
０
人
）
＊
炊

事
棟
＊
キ
ヤ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

サ
ー
ク
ル
水
洗
ト
イ
レ
な
ど

▼
休
場
日
辺
月
調
日
か
ら
１
月

３
日
（
そ
の
他
管
理
運
営
上
の
都

合
で
休
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▼
使
用
料
無
料
（
キ
ャ
ン
プ
用

、
、
１
４
；
‐
：
Ｉ
‐
Ｉ
印
ｌ
令
■
■
９
－
■
官
Ｃ
ｌ
▼
△
０
●
凸
■
ｑ
一
■
：
１
６
１
。
《
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ｑ
凸
ｌ
；
１
０
：
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Ｂ
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靭
暴
鰯
蕊
議
篝
一
“

用
予
定
日
の
即
日
前
か
ら
、
日
前

『
一
ま
で
に
所
定
の
利
用
許
可
申
購
齊

Ｉ

（
社
会
教
育
課
に
あ
り
）
に
記
入
の

き
れ
た
五
本
松
公
園
や
う
え
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

民
の
森
、
手
賀
沼
遊
歩
青
少
年
係
壷
（
顕
）
１
１
５
１
へ

｜

’ ’
収
益
的
部
門
と
は
、
汚
水
処
理

に
掛
か
る
経
識
と
下
水
道
使
用
料

等
で
得
ら
れ
る
収
入
の
収
支
（
左

図
参
照
）
で
す
。

支
出
総
額
は
皿
億
６
６
０
０
万

円
で
、
施
設
の
維
持
管
理
等
の
一

般
管
理
識
が
６
億
７
５
０
０
万
円

（
総
額
の
妬
％
）
、
施
設
建
設
の
た

め
に
借
り
入
れ
た
市
憤
の
償
還
金

が
７
億
９
１
０
０
万
円
（
弘
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
下
水
道
使
用
料
と

下
水
道
事
業
は
公
共
用
水
城
の

汚
濁
防
止
等
に
有
効
な
手
段
で
、

公
益
性
が
強
く
独
占
的
な
性
格
を

持
つ
こ
と
か
ら
、
地
方
財
政
法
上

は
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採
算
で

経
営
さ
れ
る
べ
き
事
業
と
き
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
市
の
下
水
道
事
業
は

水
道
事
業
と
同
じ
よ
う
に
一
般
会

平
成
５
年
度
下
水
道
事
業
予
算

下
水
道
事
業
は

特
別
会
計
で
運
営

収
益
的
収
支

３
１
３

｡木の鍾
＄

il7'が鮒ﾛLなければ

し
て
み
な
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
徴
用
は

超
億
１
６
０
０
万
円
（
”
％
）
。

し
か
し
、
現
行
の
使
用
料
は
使

用
者
の
負
担
増
を
考
慮
し
て
算
定

の
基
準
と
な
る
溌
用
を
一
般
管
理

費
の
一
部
と
し
、
低
い
額
に
押
え

て
い
る
た
め
に
使
用
料
収
入
は
５

徳
７
１
０
０
万
円
（
調
％
）
で
す
。

こ
の
た
め
８
億
７
０
０
０
万
円

（
弱
％
）
の
収
入
不
足
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
排
出
さ
れ
た
汚
水
を

一
日
た
り
と
も
処
理
し
な
い
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ
の

不
足
分
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
で
補
充
を
し
て
い
ま
す
。

※
カ
ッ
コ
内
数
字
は
収
益
的
収
支

総
額
に
占
め
る
割
合

計
と
は
別
に
特
別
会
計
を
設
け
て

経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
下
水
道
特
別
会
計
に
は
、

汚
水
処
理
施
設
の
維
持
管
理
徴
等

の
収
益
的
部
門
と
工
率
識
等
の
壷

本
的
部
門
の
２
部
門
が
あ
り
ま
す
。

次
に
こ
の
２
部
門
の
内
訳
を
、

平
成
５
年
度
予
算
を
使
っ
て
説
明

し
ま
す
。

一

資
本
的
部
門
と
は
、
管
き
よ
の

布
設
等
、
建
設
に
掛
か
る
費
用
の

収
支
（
左
図
参
照
）
で
す
。

支
出
総
額
加
億
３
４
０
０
万
円

の
う
ち
Ⅳ
徳
２
５
０
０
万
円
（
鯛

％
）
が
建
設
費
で
、
残
り
の
３
徳

９
０
０
万
円
（
妬
％
）
は
補
俄
饗
や

県
に
支
払
わ
れ
る
負
担
金
で
す
。

ま
た
収
入
は
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
が
３
徳
３
０
０
０
万
円
（
西

％
又
市
俄
が
９
億
７
３
０
０
万
円

（
躯
％
）
、
既
に
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
い
る
区
域
の
方
に
負
担
し
て

赤
字
削
減
に
ご

資
本
的
収
支

み
な
さ
ん
の
家
庭
や
工
場
等

か
ら
出
さ
れ
る
汚
水
を
処
理
す

る
た
め
に
必
要
な
徴
用
は
、
左

表
の
と
お
り
、
平
成
５
年
度
で

は
１
立
方
脚
当
た
り
１
９
２
円

も
掛
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
み
な
き
ん
か
ら

頂
い
て
い
る
使
用
料
は
１
立
方

脚
当
り
平
均
で
沌
円
で
す
。

汚
水
を
１
立
方
脚
処
理
す
る

ご
と
に
１
１
４
円
の
赤
字
と
な

っ
て
行
き
ま
す
。

１
年
間
に
処
理
す
る
汚
水
鼠

は
約
７
６
０
万
立
方
脚
で
す
か

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

(90%)

こ
の
よ
う
に
下
水
道
事
業
は
、

予
算
総
額
弱
億
円
の
う
ち
超
億
円

（
総
収
入
額
の
評
％
）
も
の
不
足

分
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に

依
在
し
て
い
ま
す
。

独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
事
業

に
と
っ
て
は
大
変
な
額
で
す
。

今
後
、
事
業
の
推
進
に
よ
る
施

－

い
た
だ
い
て
い
る
受
益
者
負
担
金

等
が
２
億
７
９
０
０
万
円
（
必
％
）
。

査
本
的
部
門
で
も
収
益
的
部
門

と
同
様
に
４
億
３
０
０
０
万
円

ら
毎
年
８
億
円
以
上
の
赤
字
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
赤
字
を
少
し
で
も
減
ら
す

に
は
、
処
理
水
量
を
増
や
し
て
処

1立方メートル当りの

処理費用と使用料金
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
は
昭
億
円

200円

協
力
を

■■

150円|_｢－
』
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円
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円
184

円
188
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設
の
増
加
で
、
維
持
管
理
費
等
の

経
費
も
増
え
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
額
も

増
え
て
行
き
ま
す
。

市
で
は
、
繰
入
金
を
減
ら
す
た

め
に
経
営
の
合
理
化
や
経
費
の
節

約
、
財
源
の
有
効
利
用
等
を
識
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

－－－

五
％
）
が
不
足
し
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
で
補
充
し
て
い
ま
す
。

※
カ
ッ
コ
内
数
字
は
査
本
的
収
支

総
額
に
占
め
る
割
合

理
単
価
を
下
げ
る
こ
と
と
、
使

用
料
の
姻
収
が
必
要
で
す
。

下
水
道
が
使
え
る
区
域
の
方

で
ま
だ
下
水
道
を
使
用
し
て
い

な
い
方
は
速
や
か
に
接
続
し
、

下
水
道
使
用
料
の
負
担
を
お
願

い
し
ま
す
。
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第
Ⅲ
回
あ
や
め
ま
つ
り

平成5年度課税分より

税率が改正になります
近
年
の
医
療
費
の
高
騰
に
伴
い
、

市
の
国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
で
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
金
や
事
務
の
効
率
化
を
図
り

な
が
ら
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、

従
来
の
税
率
で
す
と
今
年
度
は
赤

字
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
や
む
を

得
ず
、
５
年
ぶ
り
に
国
民
健
康
保

険
税
の
見
直
し
（
左
図
参
照
）
を
図

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
国
の
賦
課

限
度
額
基
準
は
、
“
万
円
か
ら
釦

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
市
の
賦
課
限
度
額
も
“
万

，

す
っ
か
Ⅲ
初
夏
の
風
物
詩
と

な
っ
た
あ
や
め
ま
つ
り
を
詞
水
生

植
物
園
の
花
迩
蒲
の
開
花
に
あ
わ

せ
、
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
日
は
、
６
月

週
日
（
日
）
手
麹
沼
公
園
か
ら
水
生

植
物
園
（
下
図
参
照
）
を
会
場
に

青
空
市
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
子

供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
催
し

物
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
楽
し
み

円
か
ら
妬
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
低
所
得
世
帯
の
保
険
税

負
担
軽
減
の
判
定
基
準
所
得
額
に

つ
い
て
も
５
０
０
０
円
引
き
上
げ

詔
万
円
。
給
付
面
で
は
昨
年
度
の

助
産
徴
の
引
き
上
げ
に
続
き
、
今

年
度
、
葬
祭
強
の
支
給
金
額
を
３

万
円
増
額
し
て
、
万
円
に
改
正
し

ま
し
た
。

な
お
、
納
期
（
下
図
参
照
）
は
、

一
度
の
負
担
額
を
軽
減
し
、
納
付

し
や
す
い
よ
う
従
来
の
年
６
回
か

ら
、
回
と
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
国
民
健
康
保
険
税
率
等

の
改
正
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
の
重
要

な
財
源
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
、
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
を
し
た
と
き
に
、
十
分
な
治
療

が
受
け
ら
れ
る
た
め
の
改
正
で
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今

後
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
イ
ベ
ン
ト
は
偲
日
〉

今
買
い
物
天
国
広
場
（
手
黄
沼
公

園
多
目
的
広
場
・
水
生
植
物
園
）

．
：
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
窟
ん
だ
約
訓

店
の
腎
空
市

令
包
丁
研
ぎ
お
よ
び
建
築
相
談

（
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場
）

今
舞
踊
（
手
賀
沼
公
園
特
設
会
場
）

今
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
手
賀
沼
公
園
。

く
だ
さ
い
。 蕊

振の

誉蒋
では

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
は
、

「
口
座
振
替
」
で
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
は
納
付
手
続
き
の

煩
わ
し
さ
を
軽
減
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
預
金
残
高
を
確
認
し
て
お

け
ば
〃
多
忙
の
た
め
つ
い
う
っ
か

り
″
と
い
っ
た
納
期
日
を
忘
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
多
く
の
方
が
口
座
振
替

を
利
用
す
る
こ
と
で
納
付
確
認

事
務
の
一
括
処
理
が
可
能
と
な
り
、

事
務
経
鐵
等
の
節
減
に
も
役
立
ち

ま
す
。口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
市
内

に
本
・
支
店
の
あ
る
金
融
機
関

（
郵
便
局
を
除
く
）
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

水
生
植
物
園
特
設
会
場
）

半
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
広
場
（
手
賀
沼
公
園

あ
ゆ
み
の
郷
鉄
道
）
：
我
孫
子
駅

長
に
よ
る
１
日
駅
長

今
我
孫
子
吹
奏
楽
団
演
奏
会
（
手

震
沼
公
園
ゞ
水
生
植
物
園
特
設
会

場
）

今
ふ
る
さ
と
会
「
大
杉
ぱ
や
し
」

（
手
蛮
沼
公
園
特
設
会
場
）

糸
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
水
生
植
物

園
）
・
・
・
週
日
雨
天
決
行

令
魚
の
つ
か
み
ど
り
（
我
孫
子
手

鐙
沼
漁
業
協
同
組
合
）

今
お
茶
席
「
野
だ
て
」
（
手
蛮
沼
公

園
多
目
的
広
場
）

拳
遊
覧
船
の
運
航
（
手
蛮
沼
公
園

か
ら
水
生
植
物
園
ま
で
）
…
料
金

は
片
道
１
人
３
０
０
円

半
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
（
手
黄
沼

公
幽
特
設
会
場
）

５
月
診
療
分
か
ら
病
気
や
ケ
ガ

に
よ
り
同
じ
人
が
１
か
月
の
間
に

同
一
の
医
療
機
関
で
６
万
３
０
０

０
円
（
現
行
６
万
円
）
以
上
の
自

己
負
担
額
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

そ
の
差
額
に
つ
い
て
高
額
療
韮
費

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
非
課
税
世
帯
等
に
つ
い

て
も
負
担
額
の
軽
減
が
あ
り
ま
す

高
額
療
養
費
の

限
度
額
が
改
正

’タ

し
て
許
可
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

水
道
工
事
と
水
道
局
へ
の
申
諦

手
続
き
は
、
水
道
局
が
指
定
し
た

我
孫
子
市
指
定
水
道
工
事
店
（
下

表
参
照
）
が
代
行
し
ま
す
。

水
道
工
事
を
希
望
す
る
方
は
、

直
鋒
各
指
定
水
道
工
事
店
へ
お

で
、
水
道
工
率
を
し
た
い
方
は
、
給
水
管
や
室
内
配
管
等
の
給
水
工
率
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
▼
問
い
合
わ
せ
市
水
道
局
垂

事
前
に
申
諦
響
を
水
道
局
に
提
出
装
冠
工
事
は
、
市
の
水
道
事
業
給
局
職
員
が
工
率
予
定
場
所
を
確
（
理
０
１
１
１

▼市指定水道エ事店

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

’

イ
ベ
ン
ト
日

６
月
略
日
（
日
）
、
雨
天
の
場
合
は
別
日

午
前
如
時
か
ら
午
後
４
時

期
間
６
月
６
日
（
日
）
か
ら
別
日
（
日
）

所得割額

費産割額

均等割額

平等割額

賦課限度額

納付回数

改正前

4.9％

36％

6.000円

6,000円

年6回

改正後

6.3％

26％

8.400円

8,40()円

46万円

6月~平成6年3月噸0m

）西部福祉ｾﾝﾀー （

6月16日㈱から健康

相談がはじまります

西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
▼
場
所
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

域
の
み
な
さ
ん
に
保
健
サ
ー
ビ
ス
生
活
健
康
相
談
室

の
一
環
と
し
て
、
６
月
逓
日
（
水
）
▼
内
容
＊
健
康
相
談
＊
血

か
ら
毎
月
１
回
保
健
婦
に
よ
る
健
圧
測
定
な
ど

康
相
談
を
は
じ
め
ま
す
。
▼
担
当
保
健
婦
（
看
鍍
蹄
）

健
康
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
心
▼
問
い
合
わ
せ
西
部
福
祉
セ

配
の
あ
る
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
ン
タ
ー
壷
（
題
５
８
１
８

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
※
７
月
か
ら
は
広
報
あ
び
こ
市

▼
日
時
６
月
妬
日
（
水
）
午
前
、
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で
健
康
相
談
日

時
か
ら
、
時
釦
分
（
無
料
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
皿
期

平成6年

３
月
飢
日
（
木
）

第
９
期

２
月
犯
日
（
月
）

第
８
期

１
月
瓠
日
（
月
）

第
７
期

廻
月
”
日
（
月
）

第
６
期

ｎ
月
訓
日
（
火
）

第
５
期

ｎ
月
１
日
（
月
）

第
４
期

９
月
鋤
日
（
木
）

第
３
期

８
月
孤
日
（
火
）

第
２
期

８
月
２
日
（
月
）

第
1

期

６
月
訓
日
（
水
）

期
別

納
期
日

■■11■■Ⅱロ■■‐）

JR間田想ひがしあび二

6び一》 －jﾛ■■1~］

雪
一
，

|lIlll

工事店名

赤塚設煽㈱

㈲我孫子設備

㈲ｳｫー ﾀー ・スプライト

㈲間田管工

㈲岡田設備工業

㈲かくみや水遮店

㈲渋谷総合設燗

㈲渋谷電機水道股備

㈱脇田管工

㈲玉田池機水遊工業

天王台設備工業㈱

伽中野殺備工業所

㈲成脇設伽

丹羽工梁㈱

伽搬雌般傭工業

駒渡辺管工事

波辺設備工業㈲

電詰番号

89-1028

82-8111

83-2245

89-2455

88-2536

82陶0265

84-3330

88-9131

82-0171

82-2018

84-2567

88-075］

89-1

88-7272

82-3940

84-4111

82=7020

厘
圏
い

湖北台浄水場略図

匠水池 配水池 配水池

筋溌童「圃口鯨
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▼
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か
ら
ｎ

時
訓
分
（
第
２
回
は
午
後
１
時
か

ら
３
時
、
受
付
は
、
分
前
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
回
。
第
１
．
２
回
は
バ

ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
必
要
）

第
３
回
は
歯
ブ
ラ
シ
。

こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
６
月
お
日
（
金
）
午
前
９

時
釦
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
当
日

午
前
９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
亜
量
り
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

。

B月の日曜‘休日当番医
’診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証と診療澱

’

0

身
体
測
定
赤
ち
ゃ
ん
体
操

栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
な
ど
育
児

に
つ
い
て
の
細
か
い
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

▼
日
時
６
月
１
日
（
火
）
か
ら
翠

日
（
火
）
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

ｑ
母
親
学
級
日
程

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
巧
分
か

ら
妬
分
…
平
成
５
年
２
月
生
ま
れ

の
乳
児
（
通
知
が
い
き
ま
す
）
。

午
前
９
時
妬
分
か
ら
、
時
釦
分
・
：

０
～
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

＊
乳
児
健
診
は
母
子
健
康
手
帳
の

無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
９
～
、

か
月
里
を
利
用
し
、
医
療
機
関
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
習
恢
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
も
う
一
度
母
親
、
父
親

の
役
割
を
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
程
６
月
、
日
（
木
）
・
・
平
成

３
年
ｎ
月
１
日
か
ら
巧
日
生
ま
れ

６
月
”
日
（
木
）
。
：
平
成
３
年
、
月

唾
日
か
ら
訓
日
生
ま
れ|’

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
巧
分
か

ら
、
時
訓
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
大
人
用
、
子
供
用

各
１
本
）

▼
日
時
６
月
聖
日
（
木
）
、
午
前

９
時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
２
年
、
月
生
ま
れ

（
該
当
者
に
は
通
知
が
い
き
ま
す
）

▼
内
容
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導
、
フ
ッ
化
物
塗
布
（
希
望
者
）

▼
持
参
通
知
ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ

シ
（
親
と
子
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、

母
子
健
康
手
帳

▼
対
象
４
歳
未
満
で
一
度
も
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼

、

食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
肥
満
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
な

ど
で
食
事
療
法
の
必
要
な
方
も
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
（
対
象
者
に
は
通
知
が
い
き
ま

す
）▼
時
間
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
２

時
釦
分
ま
で

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
発
熱
な
ど
心
配
な
時
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ぐ
ツ
反
お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ
日
程

P

1

心
の
悩
み
を
持
っ
た
方
の
た
め

に
精
神
衛
生
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
担
当
神
経
内
科
医
横
山
達

郎
先
生

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
担
当
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
百
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

一
健
康
メ
モ
⑲

『
，
１
９
１
４
９
０
０

－

「
歯
医
者
は
ど
う
も
苦
手
」

と
い
う
方
は
多
い
よ
う
で
す
が

そ
の
中
で
も
「
恐
い
か
ら
い
や

だ
」
と
い
う
人
の
割
合
は
高
い

よ
う
で
す
。
こ
う
い
っ
た
方
の

多
く
は
、
「
歯
医
者
は
恐
い
：
．

少
々
問
題
が
あ
っ
て
も
我
慢
し

て
し
ま
う
…
い
よ
い
よ
ひ
ど
く

な
っ
て
歯
医
者
に
行
く
…
麻
酔

を
さ
れ
、
神
経
や
歯
を
抜
い
た

り
さ
れ
る
…
歯
医
者
は
恐
ど

と
い
う
悪
循
環
の
中
に
い
る
よ

う
で
す
。

歯
科
の
二
大
疾
患
で
あ
る
ム

シ
歯
と
歯
そ
う
の
う
ろ
う
は
、

最
近
、
肩
こ
り
や
腰
痛
を
訴
え

る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
肩
こ

り
・
腰
痛
に
よ
る
苦
痛
は
、
本
人

し
か
わ
か
ら
ず
篝
悩
ん
で
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

保
健
セ
ン
タ
Ｉ
で
は
、
専
門
の

先
生
を
お
招
き
し
て
お
話
を
伺
う

機
会
を
設
け
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
テ
Ｉ
マ
と
て
も
た
め
に
な
る

屑
こ
り
・
腰
痛
の
話

▼
講
師
水
江
晋
一
先
生
デ
ビ

コ
外
科
整
形
外
科
病
院
院
長
）

し
て
補
助
い
た
し
ま
す
。

▼
対
象
者
市
内
在
住
の
就
学
前

の
乳
幼
児
（
疾
病
に
よ
る
入
院
が

継
続
７
日
以
上
の
も
の
）
、
市
内
在

住
の
１
歳
未
満
の
乳
児
（
平
成
５

年
４
月
１
日
以
降
月
間
で
負
担
額

が
２
０
０
０
円
を
超
え
た
も
、

▼
申
請
書
類
①
乳
幼
児
医
療
費

錬
助
給
付
申
請
書
②
乳
幼
児
医
療

費
計
算
書
（
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン

タ
ー
に
用
謹
③
保
謹
者
の
前
年

中
の
所
得
を
証
明
す
る
も
の

▼
申
請
。
問
い
合
わ
せ
保
健
セ

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歯
医
者

嫌
い
に
な
っ
て
も
当
然
で
す
。

こ
の
悪
循
環
を
ど
こ
か
で
断
ち

切
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
歯
医
者

に
対
し
て
お
持
ち
の
恐
怖
心
を
か

な
り
や
わ
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
す
。

ゆ
っ
く
り
と
進
む
病
気
で
す
。
特

に
何
も
し
な
い
で
も
術
む
の
は
、

よ
ほ
ど
悪
く
し
て
し
ま
っ
た
状
態

で
す
。
ム
シ
歯
が
ひ
ど
く
な
っ
て

シ
ク
シ
ク
痛
む
と
こ
ろ
ま
で
進
ん

で
し
ま
う
と
麻
酔
も
効
き
に
く
く

な
り
、
治
瀝
の
際
、
痛
い
思
い
を

歯
科
定
期
検
診
の

す
す
め

▼
日
時
６
月
８
日
．
（
火
）
午
後
０

時
妬
分
か
ら
１
時
蛎
分
受
付

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
２
年
３
月
１
日
か

ら
３
月
誕
日
生
ま
れ
（
該
当
者
に

は
通
知
が
い
き
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿

肩
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
個

別
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
時
間
午
後
１
時
訓
分
か
ら
３

、 ▼
日
時
６
月
調
日
（
火
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
３
時
ま
で

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
①
屑
こ
り
・
腰
痛
は
な

ぜ
起
こ
る
の
か
②
肩
こ
り
・
腰
痛

に
効
く
体
操
・
姿
勢
③
骨
に
よ
い

食
べ
物
（
受
識
無
料
）

▼
定
員
１
０
０
名
（
先
藩
順
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

す
ね
。
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
問
題
を

大
き
く
な
る
前
に
解
決
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
定
期
検
診
が
、
疾

患
を
発
見
し
進
行
を
抑
え
る
た
め

に
有
効
で
あ
る
こ
と
は
、
が
ん
検

診
な
ど
の
例
か
ら
も
周
知
の
こ
と

そ
の
第
一
の
方
法
は
疾
患
の
予

防
で
す
。
以
前
、
健
廉
メ
モ
で
も

お
話
し
し
ま
し
た
が
、
ム
シ
歯
も

歯
そ
う
の
う
ろ
う
も
日
頃
の
お
手

入
れ
に
よ
っ
て
防
げ
る
病
気
で
す

。
病
気
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
歯
医

者
な
ど
恐
く
な
い
。
当
た
り
前
で

1

▼
日
時
６
月
型
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
（
柏
保
健
所
）

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
鵡
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

療
・
指
導
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

で
す
。
早
め
早
め
の
手
当
て
が
一

歯
や
歯
周
組
織
、
歯
ぐ
き
や
骨
一

な
ど
を
守
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
一

日
頃
の
お
手
入
れ
方
法
ラ
ラ
ー

ッ
シ
ン
グ
な
ど
）
の
チ
ェ
ッ
ク
一

を
受
け
る
こ
と
が
、
健
康
の
雑
堯

持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
ム
シ
歯
が
な
い
の
に
歯
医
一

者
に
行
っ
て
い
い
の
？
」
と
聞
一

か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一

「
術
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
一

こ
と
わ
ざ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
一

常
に
歯
の
健
康
に
注
意
し
、
歯
一

医
者
を
利
用
し
て
識
極
的
に
ご
幸

自
身
の
お
口
の
健
康
を
お
守
り
一

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
歯
幸

科
医
師
会
壷
（
理
０
０
８
８

時
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

▼
申
し
込
み
睡
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
さ
い
。

ぐ
肩
こ
り
・
腰
痛
教
室
日
程

柏
市
柏
２
５
５

壷
（
〃
）
１
２
５
５I ’ ’

し
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級日

6日

9日

13日

20日

27日

病・医院名

平和台病院

増田医院

我孫子聖仁会病院，

アビコ外科整形外科医院

湖北台診療所

i我孫子東邦病院

榎本眼科医院

我孫子つくし野病院

守尾医院

電話

89-1111

88-2840

88-3111

84-7321

88-8768

82-8166

89-2471

84-2211

84-6813

育
児
相
談

第1回

第2回

第3回

6月4日

(金）

6月11日

(金）

6月18日

(金）

･妊娠中、産後の生栖

･妊婦体操（爽習）

･産科医の話（妊娠中
の異術とお産の経過）

･妊婦体操（実習）

，妊娠中の歯科衛生
(歯みがき実習）
･妊娠中の栄蕊

･赤ちゃんの譲繊

蚤

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
場
合

に
は
、
飼
い
主
は
必
ず
保
健
所

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

子
犬
が
生
ま
れ
た
り
、
引
っ

市
で
は
４
月
に
各
地
区
を
回
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
越
し
な
ど
で
犬
を
飼
え
な
く
な

り
登
録
と
予
防
注
射
を
行
い
ま
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
づ
け
っ
て
も
、
絶
対
に
捨
て
な
い
で

し
た
が
、
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
、
柏
保
健
所
に

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
最
寄
ま
た
、
犬
の
放
し
飼
い
は
、
県
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

り
の
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
犬
取
締
条
例
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
▼
不
要
犬
引
き
取
り
毎
週
木

注
射
を
受
け
、
保
健
セ
ン
タ
ー
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
、
他
人
に
咄
日
午
前
ｎ
時
鋤
分
ま
で
に
市

で
登
録
の
手
続
き
（
徴
用
２
５
危
害
を
加
え
な
い
よ
う
に
鎖
な
ど
役
所
守
術
室
へ
お
持
ち
く
だ
さ

８
０
円
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。
に
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
い
。

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

夜間の急病のときは

言と蛮姜a(Bﾌ)1141

ム
シ
歯
予
防
教
室

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

日本脳炎

３
賎
の
懸
生
日
か
ら
就
学
前
（
小
学
校
に
入
学
す
る
年
の
３

月
釘
日
）
ま
で
の
幼
児

１
期
は
１
～
２
週
間
の
間
隔
で
２
回
接
種

２
期
は
１
期
終
了
後
翌
年
１
回
接
種
（
４
月
か
ら
７
月
ま
で
）

三種混合

I

１
期
は
生
後
皿
か
月
か
ら
妃
か
月
未
満
（
３
～
８
週
間
の
間

隔
で
３
回
接
種
）

２
期
は
１
期
終
了
後
聰
～
躯
か
月
未
満
の
乳
幼
児
（
１
回
接
種
）

〔
二
種
混
合
（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
受
け
る
場
合
は
、

医
師
に
相
縦
し
て
下
さ
い
〕

麻疹

(はしか）

生
後
勉
か
月
か
ら
池
か
月
未
満
の
乳
幼
児
（
１
回
接
種
）

な
お
、
生
後
肥
か
月
か
ら
拓
か
月
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
（
８
月
を
除
く
年
間
）

／

該
当
児
及
び
接
種
期
間

栄
養
相
談

６
月
朗
日
（
火
）

６
月
型
日
（
木
）

６
月
１
日
（
火
）

６
月
３
日
（
木
）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

乳
幼
児
医
療
費
補
助

精
神
衛
生
相
談

肩
こ
り
・
腰

一

一
三

一＠

３
歳
児
健
康
診
査

肩
こ
り
・
腰
痛
教
室

療
育
相
談

期日

6月1日

(火）

6月8日

(火）

6月15日

(火）

6月22日

(火）

主な内容

身近な健康法（話）
体操（深呼吸、体を動かす韮本）

食事診断

栄養のバランスをとるために

正しい歯のみがき方と歯そうのうろ
うの予防について
胴こり腰捕予防の体操

屑こり腰揃予防の体操

(体の状態を見ながら体操を行います）
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顯
恥
考
課
認

手
賀
沼
や
利
根
川
に
囲
ま
れ
た

こ
の
地
で
、
も
う
１
度
水
の
大
切

さ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
変
貌
す
る

利
根
川
（
鈴
木
久
仁
直
）
＊
古

利
根
の
自
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
古

利
根
の
自
然
を
守
る
会
）
＊
手

蛮
沼
の
生
態
学
（
浅
間
茂
）
＊

水
は
救
え
る
か
（
朝
日
新
聞
熊
本

支
局
編
）
＊
利
根
川
図
志
（
赤

松
宗
旦
）
＊
甦
る
都
市
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
２
０
０
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

＊
都
市
と
水
（
高
橋
裕
）
＊
水

鳥
が
戻
っ
て
き
た
（
蓮
尾
純
子
）

＊
日
本
の
自
然
１
０
０
選
（
朝
日

新
開
社
編
）

關
閲
脳
剛
し
陰

お
は
な
し
会
で
は
４
歳
か
ら
９

歳
ま
で
の
ち
び
っ
子
に
絵
本
を
読

ん
だ
り
お
謡
を
し
た
り
し
ま
す
。

▼
日
程
＊
６
月
Ⅳ
日
（
木
）
…
市

民
会
館
第
４
会
織
室
＊
６
月
、

日
（
木
）
…
布
佐
分
館
お
は
な
し
の

翻
市
民
図
醤
館

謬
湖
北
台
分
館

鐙
布
佐
分
館

態
移
動
図
書
館

図
塞
案

『
水
を
考
え

濯
一

は
な
し

I

図
書
館

だ
よ
り

丑
（
“
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
”
）
０
９
０
９

‐
１
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

会

◎
湖
北
台
分
館

Ｉ
ち
ぎ
り
絵
Ｉ

び
わ

▼
作
品
・
作
者
枇
杷
（
４
号
）

．
・
・
海
老
原
洋
子
（
中
峠
）
つ
ば
き

（
６
号
）
・
・
・
宮
原
秀
子
（
湖
北
台
）

む
ろ室
の
花
（
６
号
）
・
・
・
小
池
わ
か
子

（
湖
北
台
）
里
の
秋
（
６
号
）
・
・
・

伊
藤
良
江
（
湖
北
台
）
晩
秋
（
６

号
）
：
・
滝
田
ひ
な
代
（
中
里
）

◎
布
佐
分
館

Ⅱ
折
り
紙
１

▼
作
品
。
作
者
朱
竹
（
４
号
）

：
海
老
原
千
代
子
（
中
峠
）
、
お
山

へ
や
▼
時
間
午
後
４
時
～
４
時
訓
分

Ｊ
肋

ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

そよかせ号償戴蟄S月の日程(蕊）
ｽﾃｰｼｮﾝ名’場所
湖北湖北地区公民館

中峠中峠亀田谷公園

青山台柴崎台4号公園

布佐平和台|布佐南近隣センター
新木野|新木児童公園
久寺家久寺家あけぼの公園

つくし野東急ショッピングセンター裏

白山三洋電機社宅入口

並木丸石家具駐車場

台田台田池尻公園

根戸根戸近隣センター

|つくし野東急ｼｮｯピﾝグｾﾝﾀー 裏

）時間（午後日

l:20～1？50

水 2 ~2:50２
－
３

昨
｜
昨

’
4:00

一一一＝

2：00～2：40

木 3
３
’
２

O0a-4 00
の
大
将
（
色
紙
）
…
今
井
た
け
子

（
寿
）
、
椿
（
色
紙
）
…
香
取
富
美

子
（
湖
北
台
）
、
尾
長
鶏
（
４
号
）

．
：
滝
田
ひ
な
代
（
中
里
）

囮
展
示
期
間
６
月
３
日
（
木
）
か

ら
７
月
６
日
（
火
）

00～2：45 休
館
の
お
知
ら
せ

市
民
図
譜
館
は
、
蔵
書
点

検
の
た
め
、
次
の
と
お
り
休

館
し
ま
す
。

▼
期
間
＊
市
民
図
替
館
本

館
．
・
・
６
月
２
日
（
水
）
か
ら
巧

日
（
火
）
＊
湖
北
台
・
布
佐

分
館
、
そ
よ
か
ぜ
号
・
：
６
月

遁
日
（
水
）
か
ら
諏
日
（
日
）

金 4
3:00～4:00

l:30～2:15

側､
木 ~3:0010 ２

’
’
３
－
２
－
３

媚
一
狙
一
順
一
鵬

4：00
－

2：40

金 11 全

4:00

気
バ
ン
ド
名
、
代
表
者
名
を
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
出
演
は
テ
ー
プ
審

査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
本
番
当
日
プ
ロ

ア
ー
チ
ス
ト
に
よ
る
審
査
を
行
い
、

入
武
者
に
は
蛍
品
を
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
学
．

在
勤
者
に
よ
る
バ
ン
ド

▼
締
め
切
り
６
月
昭
日
（
金
）

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
８
月
迩
日

、
《
且
、
我
孫
子
市
民
会
館
で

‐
｜
開
催
し
ま
す
。

二
．
今
日
か
ら
出
場
バ
ン
ド
を

型
募
集

Ｉ
申
し
込
み
方
法
は
電
話
で

５
月
９
日
（
且
、
第
皿
回
あ

び
こ
福
祉
ま
つ
り
が
手
賀
沼
公

園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
で
行
わ

れ
た
。こ
の
ま
つ
り
の
「
子
ど
も
広

場
」
を
担
当
し
た
の
が
、
「
ホ
ッ

ト
・
ポ
ッ
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

の
み
な
さ
ん
。

福
祉
ま
つ
り
に
は
市
内
で
活

熱噸鯛⑲ 自
由
に
佃

ボランティア・グループ

HOT･POT･FAMILY

一
坐
ス
テ
イ
バ
ル

場
バ
ン
ド
募
集

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
云
弱
）
１

１
５
１
卜

動
し
て
い
る
福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
多
数
参
加

し
、
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
て
い
る
。

８
年
前
の
福
祉
ま
つ
り
に
参
加

し
た
有
志
が
、
「
障
害
者
と
健
常
児

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
交
流
を
図

っ
て
い
こ
う
、
長
く
活
動
を
続
け

よ
う
」
と
気
運
が
高
ま
り
、
グ
ル

ー
プ
を
結
成
。

「
メ
ン
バ
ー
と
は
、
長
年
付
き
合

っ
て
い
る
の
で
み
ん
な
強
い
き

ず
な
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
」
と
代

表
の
小
澤
さ
ん
．

活
動
は
、
福
祉
ま
つ
り
を
は
じ

め
、
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
夏
の

キ
ャ
ン
プ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

季
節
に
応
じ
た
催
し
を
企
画
し
、

交
流
を
深
め
て
い
る
。

折
り
紙
や
影
絵
な
ど
を
使
い
、

障
害
を
も
つ
子
ど
も
達
に
遊
ぶ
楽

計 楽しく遊ぼう(瀧鶏日制）関連行事

▼
日
時
６
月
哩
日

（
土
）
午
前
９
時
鋤
分
か

ら
、
時
釦
分

▼
内
容
①
折
り
紙
②

お
は
な
し
会
③
手
話
の

歌
④
Ｏ
Ｈ
Ｐ
霧
進
で

遊
ぼ
う
⑤
ベ
ー
ゴ
マ
・

メ
ン
コ
に
挑
戦
し
よ
う

▼
持
参
折
り
紙
、
ハ

サ
ミ
、
の
り

▼
参
加
費
無
料

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ

湖
北
地
区
公
民
館
壷

（
記
）
４
４
３
３

び
佃

，

ロ

び
と
瞳
読

◎
イ
ン
デ
イ
ア
カ
大
会

▼
日
時
６
月
鵡
日
（
且
午
前
８

時
鋤
分
（
受
付
）

▼
場
所
市
民
体
育
館

▼
種
目
一
般
男
女
４
人
制
雲

録
は
７
名
ま
で
）

し
さ
を
教
え
た
り
、
バ
ン
ド
演
奏

で
は
、
季
節
感
の
あ
る
曲
や
リ
ズ

ミ
カ
ル
な
曲
を
披
露
し
、
子
ど
も

達
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

現
在
、
会
員
は
約
訓
名
。
学
生
、

主
婦
、
社
会
人
と
さ
ま
ざ
ま
。

「
最
初
は
障
害
を
も
つ
子
ど
も
達

県 民の日

記念行事を開縢

．

4

＝

一
一

▼
参
加
壷
１
チ
ー
ム
－
０
０
０
－

円▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
一

名
、
代
表
者
の
住
駈
氏
名
、
電
一

話
番
号
、
参
加
者
の
氏
名
を
明
記
一

し
、
６
月
９
日
（
水
・
必
着
）
ま
一

で
に
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
一

会
体
育
課
へ

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講
習
会
一

▼
日
時
６
月
理
日
（
土
）
奄
鵡
日
一

（
水
）
、
廻
日
主
）
い
ず
れ
も
午
前
一

ｍ
時
か
ら
正
午

▼
場
所
湖
北
台
中
央
公
園
一

▼
参
加
喪
無
料

◎
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
講
一

習
会
▼
日
時
６
月
狸
日
（
土
）
、
四
日
一

主
）
午
前
、
時
か
ら
正
午
一

▼
場
所
湖
北
台
中
央
公
園
、
布
一

佐
南
公
園
、
つ
く
し
野
菱
田
公
園
一

窪▼
参
加
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
体
一

育
課
云
露
）
１
１
５
１

と
慨
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
打
ち

と
け
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
」
と

会
員
の
み
な
さ
ん
。

「
障
害
を
も
つ
と
い
う
垣
根
を
は

ず
し
、
多
く
の
方
と
出
会
い
、
自
由

に
伸
び
伸
び
と
遊
び
、
み
な
さ
ん

と
共
に
理
解
し
合
え
る
社
会
を
築

い
て
い
け
ば
…
」
と
小
澤
さ
ん
。

現
在
、
会
員
募
集
中
。

▼
代
表
小
澤
浩
幸
垂
（
翌
８
２

０
３

し、

一一一一つ一一一一＝p一一一か一一ヶ一一一句一一一字一つ÷一つ一つ一．÷今一一か一一●÷●一一一一一字一つ一一一一一

一
④
⑤
⑤
億
③
③
⑪
②
⑪

－
１
謹
り
ま
す
Ｉ
課
消
費
生
活
係
で
受
け
付
け
て
い

一
▼
無
料
で
＊
室
内
用
ジ
ョ
ギ
ン
ま
す
。

一
グ
機
械
〈
橋
本
念
（
錘
）
５
４
３
３
〉
▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

一
Ｉ
諺
っ
て
く
だ
さ
い
Ｉ
り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
電
気
、

一
＊
電
子
オ
ル
ガ
ン
〈
井
田
垂
（
艶
）
台
所
用
品
な
ど
日
用
雑
貨
等
の
耐

－
７
３
５
３
〉

久
消
費
財
と
し
ま
す
。

一
▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接
衣
類
生
き
物
自
転
車
は
取
り

一
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ
ー
扱
い
ま
せ
ん
。

一
ナ
ー
掲
載
は
、
電
話
で
市
民
生
活
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

。
限
矛
一
Ｆ
吹
滞
オ
マ
乖
肱
－
５
弍
緬
ネ
和
而
秒
ニ
ィ
ニ

す
に

青
や
な
ぎ
舞
台
の
如
く
月
懸
り
壁
谷
千
鶴
子

で
作
－
１

↓
皿
瞬
在
り
し
日
の
優
し
き
こ
と
の
み
語
り
て
呉
る
兄
の
葬

．
で
広
儀
に
集
ひ
し
人
ら
奥
野
一
三

蝿
誇
蝉
け
や
き
並
木
の
道
は
ひ
ら
け
て
一
望
の
沼
に
夕
焼
け

麺
《
鋤
の
雲
は
か
が
や
く
関
口
静
江あん

鄙
濁
姉
メ
ー
デ
ー
か
長
き
隊
列
過
ぎ
ゆ
く
を
幼
き
日
見
し
焔

皆
悩
砿
パ
ン
食
み
つ
つ
須
釜
責

脆
卵
誇
連
休
に
孫
だ
ち
来
る
と
山
程
に
鮫
子
作
り
て
冷
凍
庫

ょ
月
我
に
入
る
馬
場
千
縄
子

縦
繍
織
す
異
国
の
人
ら
墨
堤
の
桜
忘
る
ま
じ
帰
国
の
の

鈴
木
藤
枝

あ
か
あ
か
と
大
き
夕
日
が
豪
族
の
古
墳
と
い
へ
る
森

に
沈
め
り

三
谷
和
夫

選
八
十
路
す
ぎ
病
に
伏
せ
ど
歌
詠
み
て
逝
か
れ
し
人
の

太
遺
影
安
け
し

吉
田
宜
民

寛
茂
吉
先
生
の
歌
碑
を
我
が
地
に
建
つ
と
一
云
ふ
心
ば
か

本
り
を
我
も
届
け
む
新
堀
孝
女

歌
山
里
道
を
覆
ひ
て
茂
る
竹
林
の
木
漏
れ
日
に
見
る
締
い

短

く
つ
岡
田
清
一

こ
だ
ま
な
る
四
富
は
よ
し
三
人
縫
寧
づ
く
心

ゆ
く
ま
で

木
崎
洋
子

俳句

染谷杲径選

旅
疲
れ
残
り
し
宿
の
明
易
き

羽
ひ
ろ
ぐ
紅
雀
の
ま
わ
り
青
葉
か
な

今
年
ま
た
母
に
届
け
む
牡
丹
さ
く

孫
坐
れ
て
十
日
牡
丹
ほ
こ
ろ
び
ぬ

爽
か
な
昼
の
コ
ー
ラ
ス
花
菖
蒲

さ
ざ
波
の
識
を
挫
く
し
て
田
植
す
む

や
ま
め
つ

川
底
に
白
雲
揺
る
る
山
女
釣
り

青
葉
光
新
入
社
員
の
小
さ
な
輪

寸
み
れ

《
》
畔
維
幟
奉
札
藝
や
》
鎚
容
症
し

お

春
雨
に
濡
れ
て
在
は
す
や
道
祖
神

か
が

青
や
な
ぎ
舞
台
の
如
く
月
懸
り

１

田
中
栄
太
郎

蛭
間
八
寸
子

田
口
一
子

三
谷
和
夫

泉
武
久
子

篠
田
ま
さ

前
田
は
る

石
川
照
子

小
山
三
雄

松
浦
白
梅

高
沢
千
代
子

壁
谷
干
慨
子

－

、

／ 、

ひ

ろ

戦民
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Ｊ
Ｒ
我
孫
子
駅
北
口
か
ら
歩
い

て
５
分
。
常
磐
線
と
国
道
６
号
線

の
中
間
に
位
識
す
る
の
が
、
並
木

中
台
自
治
会
で
あ
る
（
右
図
参
照
）
。

自
治
会
の
発
足
は
昭
和
“
年
。

会
員
数
は
鍋
世
帯
（
３
班
）
・
東
京
方

面
に
勤
め
る
会
社
員
の
世
帯
が
多

い
・
役
員
は
１
年
交
代
の
輪
番
制
。

今
年
４
月
か
ら
会
長
を
務
め
る

安
田
敏
明
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
こ
の
辺
り
は
、
駅
に
近
い
割

に
は
朝
夕
の
通
勤
や
通
学
者
の
流

れ
を
別
に
す
れ
ば
、
交
通
逓
が
少

な
く
静
か
で
、
買
い
物
な
ど
に
も

便
利
な
所
で
す
ね
。

結
成
の
き
っ
か
け
は
、
入
居
が

阜

畭
ク
ク
ー

畠
一
マ
ワ
リ

③
画
湘
子
ン

⑯

柵
シ

我
孫
子
エ
コ
・
ワ
ー
ク
町
会

は
、
事
業
系
ご
み
の
分
別
を
徹

底
し
、
ご
み
の
減
遮
及
び
査
源

回
収
に
努
め
、
そ
の
売
上
金
を

環
境
保
睡
や
社
会
福
祉
な
ど
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

内
各
事
業
所
に
よ
っ
て
組
織
さ

れ
て
い
る
町
会
で
す
。

町
会
で
は
、
加
盟
事
業
所
の

明
確
化
を
図
り
活
動
を
よ
り
広 一一一一一一一一一一一一一一＝一一一一一一一一一一一一一一

始
ま
っ
た
昭
和
訓
年
代
後
半
、
我

孫
子
駅
の
乗
降
口
は
南
側
に
し
か

な
く
大
変
不
便
だ
っ
た
の
で
北
側

へ
の
乗
降
ロ
開
設
、
雨
が
降
る
と

す
ぐ
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
う

道
路
の
舗
装
な
ど
を
、
関
係
機
関

に
強
く
訴
え
て
い
こ
う
と
い
う
こ

め
る
た
め
、
町
会
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
規
定
我
孫
子
エ
コ
・

ワ
ー
ク
町
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
、
自
作
・

未
発
表
の
も
の
。
一
人
１
点
。

用
紙
、
サ
イ
ズ
、
彩
色
は
自
由

で
す
が
モ
ノ
ク
ロ
で
も
使
用
で

き
る
こ
と
。
採
用
作
品
の
著
作

権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限
７
月
誕
日
（
土
・

消
印
有
効
）

▼
応
募
資
格
問
い
ま
せ
ん

▼
賞
採
用
者
に
は
記
念
品
を

聴
呈
▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ

作
品
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
性
別
電
話
番
号
を

明
記
し
、
中
峠
２
２
６
４
生
活

凝
境
課
内
「
我
孫
子
エ
コ
・
ワ

ー
ク
町
会
」
事
務
局
霊
（
飯
）
０

０
１
５
へ

－
一

と
で
し
た
。

ま
た
、
当
時
は
共
同
井
戸
の
タ

ン
ク
や
ド
ブ
の
掃
除
、
草
刈
り
、

道
普
請
な
ど
も
み
ん
な
で
や
り
ま

し
た
。
色
々
と
苦
労
は
あ
り
ま
し

た
が
皆
さ
ん
顔
見
知
り
に
な
り
、

連
帯
感
が
深
ま
り
ま
し
た
よ
。

第
仙
回
あ
び
こ
福
祉
ま
つ
り

５
月
９
日
（
且
、
「
み
ん
な
で
当
日
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
今
年
は
約
如
の
福
祉
団
体
が

つ
く
る
街
と
も
に
生
き
る
街
」
大
井
市
長
は
、
「
障
害
者
の
み
な
さ
参
加
し
、
模
擬
店
な
ど
の
出
し

を
テ
ー
マ
に
、
第
皿
回
あ
び
こ
福
ん
と
と
も
に
手
を
た
ず
さ
え
へ
今
物
も
大
盛
況
。
昨
年
、
雨
で
中
止

祉
ま
つ
り
が
手
賀
沼
公
園
コ
ミ
ユ
後
、
福
祉
活
動
の
充
実
に
努
め
た
に
な
っ
た
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

ニ
テ
ィ
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
会
や
綱
引
き
大
会
も
復
活
。

日
本
太
鼓
で
社
会
福
祉
に
一
役
司
上
腸
附
に
脇

｢－

|”
ひ

活
動
は
八
坂
神
社
祭
礼
へ
の

参
加
や
赤
十
字
活
動
、
歳
末
助
け

合
い
運
動
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
街
路
灯
の
点
検
、
区
域

内
に
消
火
器
を
備
え
防
火
訓
練
も

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
筑
波

山
へ
栗
拾
い
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

を
行
い
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

現
在
、
自
治
会
と
し
て
大
き
な

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
駅
方
面

へ
向
う
通
行
人
に
よ
る
空
き
缶
な

ど
ご
み
の
投
げ
捨
て
と
率
の
不
法

駐
車
対
策
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
静
か
な
住

環
境
は
み
ん
な
で
協
力
し
て
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
」

▼
会
長
安
田
敏
明
我
孫
子
３

８
４
の
”

こ

あ

れ

ノ

↓
」

れ

T
0

市
で
は
、
ご
み
の
減
逓
と
再

査
源
化
に
努
め
、
全
国
レ
ベ
ル

の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
さ
ら
に
進
め
る

目
的
で
「
私
た
ち
の
街
か
ら
ゴ

ミ
が
消
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
ご

み
減
逓
を
考
え
る
ビ
デ
オ
を
制

作
し
ま
し
た
。

大
井
市
長
（
写
真
）
は
、
こ

の
ビ
デ
オ
に
出
菰
。
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
集
ま
っ
た
子
供
や

主
婦
の
皆
さ
ん
に
ご
み
の
現
状

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

ま
し
た
。

ビ
デ
オ
の
収
録
で
大
井
市
長

は
、
「
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
、
今
後
も
種
極
的
に
ご
み
減

湿
を
推
進
し
た
ど
と
訴
え
ま

し
た
。
こ
の
ビ
デ
オ
は
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
一
般
の
方
に
も

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

古
利
根
の
自
然
を
守
る
会
で

は
、
古
利
根
沼
と
周
辺
の
自
然

の
素
晴
し
さ
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
「
古
利
根
の
自
然
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
」
（
写
真
・
Ｂ
６
判
、

古
利
根
の
自
然
を
守
る
会

掘
痢
麹
増
漁
を
発
行

ご
み
減
量
を

呼
び
か
け
る

…

ご
希
望
の
方
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
湖
北
台
、
の
３
の
９
古
利

根
の
自
然
を
守
る
会
中
丸
陽
子

壷
（
師
）
２
３
４
６
へ
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

川
詮
、
州
Ⅲ
町
Ｊ
公
園
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

同
会
の
皆
さ
ん
が
行
っ
た

観
察
記
録
を
基
に
ま
と
め

た
も
の
で
、
沼
周
辺
に
生

息
す
る
動
植
物
の
生
態
や

デ
ー
タ
等
が
写
翼
や
イ
ラ

ス
ト
入
り
で
わ
か
り
や
す

く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

1
c》こゑc》 ⑩⑥◎ロ

；上
市
内
に
は
１
２
５
か
所
の
児

童
公
園
や
地
区
公
園
、
お
か
所

の
都
市
緑
地
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
公
園
や

緑
地
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
気

軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

あ
び

我
孫
子
市
公
園
マ
ッ
プ
配
布

こ

’
＝ ～

あ
れ

9

う
「
我
孫
子
市
公
園
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
ま
し
た
（
写
真
）
。
／

こ
の
マ
ッ
プ
健
市
全
体
の
地

図
に
、
公
園
・
緑
地
・
街
路
樹
な

ど
を
、
名
称
・
面
祇
と
と
も
に
示

し
、
主
な
公
園
や
緑
地
を
写
真
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

に
は
公
園
緑
地
課
で
無
料
配
布
し

ま
す
。
な
お
、
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
配
布
は
お
一
人
様
一

部
と
ざ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
「
緑
の
基
金
」

を
設
澄
し
、
緑
を
守
り
、
増
や
す

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
緑
豊
か

な
街
に
な
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課

こ

子の神神社から望む手賀沼（昭和30年代前半）
環境保全課資料より

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみません

か。（このシリーズは毎月1日号に掲載しています）

れ’
…
…
ぷ

'■

－

自治会訪問⑯

守
“
…
“
ぅ
羅
”

を
り
続
け
る
。
Ⅱ
並
木
中
台
自
治
会
Ⅱ

取
り
く
み
、
現
在
は
静
か
な
住
環
境

結
成
当
初
は
生
活
環
境
の
整
備
に

0
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し振替できる税目市・県民税、

固定資産･都市計画税､軽自動車税

し振替開始納期平成5年11月1

日納期分から

し振替方法期別による振替

し手続き開始日7月1日から納

税通知書裏面の金融機関で

し問い合わせ収税課収税第1係

す シ日時・場所6月18日(金)午後

1時30分から4時、中央公民館

しテーマ・講師r健やかな老い

のために」彦坂泰治氏(医学博士）

し参加費300円(先着150名）

し申し込み電話で菊地a(83)24

84、野口壷(84)5541、酒井壷(84）

1414へ

し問い合わせ猪田壷(82)8830

■■■

ー

’
や 1

か
ち
や

、
ｕ
日
出
Ｐ
ｂ
ｌ
ｎ
ｐ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｂ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｂ
ｆ
Ｂ
ｌ
Ｉ
ｂ
Ｄ
Ｉ
■
■
■
凪
■
い
■
■
Ｂ
ｐ
ｐ
ｌ
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渡邊勇介〈ん
（下ケ戸・10か月）
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圃回回国■岨■ し対象市内在住者で昭和18年9

月1日から昭和19年8月31日まで

に結婚され、健在なご夫婦

伝申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名(夫婦)、結婚年月日

を明記し、6月7日(月、必着)ま

でに我孫子1858市役所高齢者福祉

課へ

’
’

1

シ業務内容じん介(ごみ)収集

医勤務期間7月1日から9月30

日まで

伝募集人員2名（18歳から40歳

までの健康な男性）

し申し込み・問い合わせ電話で

6月25日(金)までに生活環境課云

(87)0015へ

’ ｜
I

函③⑳電電法施行令第3条の規定|こよる公共

！’
下水道の変更|こ関する図書の縦覧▼社会福祉事業基金にと海老原清

，レテーマ手賀沼流域における自を行っています。治様(日秀)からチャリティーゴル

然や生活を詠んだもの（新ｲ乍、｜日伝期間6月4日(金)まで縦覧中フ大会の収益金5万円、今村貴之

作は問いません）惨場所・問い合わせ下水道課助様(並木)から布佐新緑まつりで
’

回国国□
平成5年12月31日 の大道芸の収益金5000円の寄付が惨応募期限

し発表平成6年4月24日(予定） ありました。

し白時6月20日(日)受付午前8し選者宮地伸一氏(アララギ)、似曰時6月13日(日)午後1時▼老人福祉センター(つつじ荘)に

時30分から9時30分対局9時45山本寛太氏(青垣・水門）◎我孫子地区(中央公民館）と児玉一三様(船戸)からマッサー

侵日時6月14日(月)午前10時か分から午後5時までし応募方法・問い合わせB5判し問い合わせ志賀壷(84)7386ジ機1台、我孫子市身{本障害者福

ら正午（受講無料）し場所中央公民館縦書き200字詰め原稿用紙に作品◎湖北地区(龍泉寺）祉会様より湯のみ茶わん30個と急

レテーマ・講師「生活の中でこ桜会蜜2000円(昼食、参加賞有） (自作のもので1人3首以内)を書シ問い合わせ佐渡盃(88)0262須201固の寄贈がありました。

とばを育てる」長崎勤氏（東京学伝競技方法スイス方式で5クラき、住所氏名、年齢、職業、性 ▼飯泉和子様(根戸新田)から西部

福祉センター|こと煎茶2キログラ芸大学講師）スに分け各人4局別、電話番号を明記のうえ応募料

し会場・問い合わせ身体障害者し参加貢格市内在住・在勤者及1000円(郵便小為替)を添えて、高鹿児島県出身の方はご連絡を。ムの寄贈がありました。

似送迎バス湖北駅北口9時50分伝問い合わせ佐久間壷(82)2937文化を守る会r手賀沼百人一首｣係 護老人ホーム和楽園にと特殊ベッ

トミ、車いす、シヤワーチエアーの発(ご利用の方はご連絡ください） 壷(82)7211ヘー

寄贈がありました。堀

し曰時6月5日(土)から6日(日）

◎尺八コンサート＜入場無料）午前9時30分から午後5，時修練習日時毎週日曜日小・中学

し日時・場所6月13日(日)午後し場所布佐市民センター・ステ生午前8時30分から10時、高校生 鰯
函
６
月
翻
翻

2時から4時、水の館3階研修室一ションホール(市佐駅舎2階）以上午前10時30分から正午

し出演ジョン・海山・ネブチユ伝入場料無料惨場所並木小学校体育館 2
－ンほか伝問い合わせ窪田壷(89)2564、シ会費小・中学生月2000円、高

ろ◎紙芝居･影絵･人形劇(入場無料）中村壷(89)1385校生以上月2500円

し日時・場所6月15日（火県 シ申し込み・問い合わせ吉岡壷

民の日〕正午と午後2時の2回、 (84)2577へ

水の館3階研修室し日時6月4日(金)から6日（日）

シ出演おはなしさんぽみち午前9時から午後5時まで（6日

｜‘し問い合わせ手賀沼親水広場は午後4時まで）シ練習日時毎個目曜白午前6時

｜念(84)0555戸場所中央公民館(入場無料）30分から(市民ブｰﾙ前に集合）
※栽培の技術指導もあります。し会費年2000円

似問い合わせ伊藤壷(82)3792惨申し込み．問い合わせ手鵬云

候曰時・場所6月6日（日）午前

↑1時から午後4時、JR松戸駅西

(88)3770（夜間）

｜ロデッキ(小雨決行）シ日時6月5日(土)から6日(日）

｜抄内容栗毒飾地域における特産午前g時から午後4時30分まで陰資格18歳以上27歳未満の男子

品などの展示と即売惨場所手賀沼親水広場水の館シ初任給15万1800円

シ問い合わせ東葛飾支庁総務課伝入場料無料し問い合わせ自衛隊柏募集案内

窓0473(61)2111レ申し込み・問い合わせ橋本壷所容(63)6884

(59)9252

圖 國圓国
伝曰時．#薮所6月20日(日)午前

■心

’9時30分、県立干葉女子高校し日時6月3日(木)から6日（日）｜’公･I''、、vｿ不Hリル四一同人11J

し内容講演、面接指導など午前10時から午後5時まで（6日松林を松くい虫による被害から

仁持参学習用具、昼食、上履きは午後3時まで）守るため、薬剤の地上散布を行い
姻

修参加藁無料儲程により教材費）日場所市民会館（入場無料）ます。散布区域周辺の方は、散布

し問い合わせ県教育庁生涯学習し問い合わせ小泉垂(84)9983中窓を閉め、洗だく物などを干さ

報

１3⑧

霧
・交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00

M月魂記ごと相談雲保健ｾﾝﾀー9:00~15:01
〃市民図鰹館･馬の博物館･つつじ荘･西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

15火"市民図書館本館休館
‘夢つつじ荘休館”西部福祉センター休館

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

1⑰水塞蕊蔭蕊識堂莚鯉0里椛3,
・市民図書館湖北台・布佐分館休館

部』屍岡課事業班査043(223)4073 ないようにしてください。－＝｡ー

し曰時6月3日(木)午前9時か

少曰時6月9日(水)から13日(日）ら午後4時頃まで（雨天や強風の

,少曰時・場所6月13巳(日)午後午前9時から午後5時まで（9日場合は4日に順延）

2時開演湖北地区公民館は午前11時から）シ散布区域市営住宅東我孫子B

傷入場料大人1000円､子供500円伝場所市民会館（入場無料）の南側松林と岡発戸市民の森松林

し問い合わせ松本盃(82)5575伝問い合わせ日暮壷(82)4048伝問い合わせ公園緑地課’

市税の納付|扣座振替で講演会
嗜いに向けて今考えよう」 6月4日～10日は

歯の衛生週間
｢長生きは

丈夫な歯から歯ぐきから」

みんなでなくそう

迷惑駐車

〈我孫子警察署＞

結婚50周年のご夫婦に
色紙を贈呈します

平成5年5月1日現在＊世帯数41,030世帯
人口123,315人男61,894人女61,421人
●市役所本庁85-1111、市民画垂館本館84-1110湖北台
●つくし野支所84-8801分館87-3055布佐分館89-1311
●湖北台支所88-0828移動図塞館87-0909

●湖北支所88-2111●都市改造事務所85-1171
●布佐支所89-2358●身体障害者福祉センター88-0141
●教育委員会85-1151●あらき園88-4188
●水道局84-0111●つつじ荘88-0123
●消防暑84-0119●西部福祉センター85-5818
●少年センター84-1900●生活環境課(浄化槽）87-2379
●保健センター87-1131（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●市民会館84-3311●近隣センター布佐南89-3740
●公民館中央82-0515天王台北82-9988根戸83-5363
湖北地区88-4433●市民センター寿83-7722湖北

●庵の博物館85-2212台88-9927布佐本館89-1193
●市民体育館87-1155布佐ステーションホール89-5800

臨時技能員

公共下水道事業
変更に係る

計画
縦覧

｢手賀沼百人一首｣作品

菊苗無料配布県知事杯争奪囲碁大会

謙婆毒壹講演会

鹿児島県人会

日曜当番医・1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽa(85)1313
詞左華道連盟｢華道展」

稽沼識砿場2周年誌論事 ﾘﾄﾙ･カラテ‘ｸﾗブ員

6e

7月

S火

｡⑳

10木

11金

12土

”日曜当番医＝テレホンサービス

．休日鯛歯科”日=休日編鬮科診農所(而監館内)9:00～11:30
”結婚相麟=寿市民ｾﾝﾀー 10:00~14:00”市民図雷餡本館休館

”消費生活相鱗＝市民相談室10:00～15:00
画心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00

画･市民図喜館･つつじ荘･腸の博物館･西部福祉センター休館

”法律相談＝市民相談室9?30～15:30(予約制）
〃市民固醤館本館休館

画休日当番医＝テレホンサービス

”市役所閉庁(一部の施設は除く）

〃市民図露館・つつじ荘・西部福祉センター休館

画登記相談＝市民相談室10:00～12:00
彦市民画露館本館休館

壷爆の博物館休館

【ず不動産相談＝市民相談室10:00～15:00

〃健康相談＝つつじ荘10:00～11:30
〃市民画霧館本館休館

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）
一一一一一一台一一■●一一

【ず巾氏凹奮目目争鴎1不鴎

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
虚つつじ荘休館

”西部福祉センター休館

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃市民画霊館休館

一一一一一÷■一一■■一一

画･巾氏I型I悪昭傘鴎1不肥

〃酒害相鱗＝寿市民センター13:30～15:30

”健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

画市民図書館本館休館

”市役所閉庁(一部の施設は除く）
”市民画誕館本館休館

”日曜当番医＝テレホンサービス

”休日”歯科鍬日=休日散急歯科診緬(而監鋤)9:Mヘイ1:30
画市民図書館本館休館

第4ﾛ獅子花季さつき展

我孫子走友会会員

県別日東副るさとﾌｪｱ

古紙リサイクル展
2等陸 吾｡空士自衛宮

田一

文部省認定蔓会通信教育
地方受講百研究集会

我孫子市美術家協会グループ
第3回墨雅会

卓
■
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Ｇ
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ｅ
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松林への薬剤地上散布

我孫子市美術家協会グループ展
大利根美術協会展ピアノ･ヴァイオリン･うだによるｺﾝ

ｻｰﾄ～アイリスによせて～


